
 

 

◆ 岩手県の投票率 

   全国平均と比較して高い水準にありますが、投票率の推移を見ると、近年は低下傾向にあります。 

特に、若年層（30 代以下）及び親世代（40 代以下）の投票率は、依然として低い状況にあります。 

選 挙 岩手県 全国 差 備 考 

令和４年７月 10 日執行  

参議院議員通常選挙（岩手県選挙区） 

55.38％ 52.05％ +3.33 参院選で過去最低の投票率 

（補欠選挙除く） 

令和５年９月３日執行  

岩手県知事選挙 

56.63％ ‐ ‐ 過去２番目に低い投票率 

令和６年 10 月 27 日執行 

衆議院議員総選挙（岩手県小選挙区） 

55.55％ 53.85％ +1.7 衆院選で過去最低の投票率 

 

◆ 親子連れ投票について 

総務省が実施した調査では、子どもの頃に、親と投票に行った経験がある人とそうでない人の投票率を比較

すると、親と投票に行った経験がある人の投票率が大きく上回る結果となっています。 

このことから、親子連れ投票は、各選挙を通じて投票率が低くなっている中、親などの選挙人が子どもを投票

所に連れていき、子どもに早い段階から社会の一員、主権者としての自覚を持ってもらうことで、将来の有権者

への有効な啓発につながる重要な取組と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の選挙に向けてのお願い 

   岩手県明るい選挙推進協議会では、親子連れ投票を推進しています。 

   選挙権を持たない 18 歳未満のお子さんでも、親などの選挙人と一緒であれば投票所に入ることが

出来ますので、皆様には、ぜひ家族で声がけをして、一緒に投票に行っていただきたいと思います。 

   また、同協議会では、ＰＴＡ等が実施する研修等において、選挙に関する出前授業も実施しています。 

   選管職員等が講師となり、選挙に関する授業のほか、模擬投票やグループワーク等も対応可能ですので、

お気軽に御相談ください。 

  

 

 

岩手県明るい選挙推進協議会では、有権者の投票率向上に取り組んでおり、親世代の投票率向上及び子

ども達の将来の投票参加を目的として、親子連れ投票の促進の啓発活動を展開しています！ 



◆ その他 

１ 令和７年参院選 親子連れ投票の推進に係る県内市町村の取組事例                        

① 「親子で投票所に行こう！キャンペーン」（北上市）                                                               

期日前投票所で、小学生の「おかず模擬選挙」を実施し、最多得票のメニューを給食で提供することで、親

子での来場を促し、親世代の投票率向上と子どもの意識啓発につながる取組を実施 

 

 

 

 

 

 

 

    キャンペーンチラシ              期日前投票所       開票・集計 

② 「明るい選挙啓発塗り絵作品展」（宮古市）                                                                

親子での来場を促すため、期日前投票所において、市内の保育所・幼稚園に通う園児による塗り絵の作品

展を実施 

 

 

 

 

 

 

 

期日前投票所                        展示状況 

２ 選挙に関する出前授業の様子 (写真は高校で実施した時のものです)                        

 

 

 

 

 

 

 

    講義                             模擬投票 

 

 

 

 

 

 

【参考：岩手県明るい選挙推進協議会（県明推協）について】 

県明推協は、行政と民間が一体となって、県内における選挙啓発活動を推進するための組織です。 

選挙啓発授業のほか、選挙が行われる際の広報作成（テレビＣＭ、ポスター等）なども行っています。 

なお、その他の活動については、岩手県選挙管理委員会ホームページでも公表しています。 

（URL：https://www.pref.iwate.jp/iinkai/senkyo/katsudou/index.html） 


